
令和７年１１月
前牟田地区自主防災組織
ＳＯＳタオルを使用した安否確認訓練

上峰町の内水対策に関する取り組み

令和８年５月
上 峰 町



（主な取組内容） ＊令和７年度以降の変更・追加分
「外記ため池の改修」
「自主防災組織の結成促進」
「職員の災害対応能力の向上」
「筑後川右岸下流域（三神地区）流域治水協議会における
取り組み」

（内水対策の方針）
「国及び県の内水対策に歩調をあわせて、役場内の関係各

課が相互に連携しつつ、所管するハード・ソフト対策につい
てできる所から速やかに推進する。」としております。

（内水対策について）
上峰町は地形上、水害の被害を受けやすい佐賀平野に位置

しています。特に、近年は気候変動による大雨により、内水
氾濫が起こりやすくなっており、令和元年、２年、３年、５
年と立て続けに浸水被害を受けています。

１

全 般 概 要



主な取組内容の説明



１－① 外記ため池を改修中です！ （産業課）

２

①浚渫前の外記ため池

②浚渫後の外記ため池

③左：緊急放流施設（新設） 右：洪水吐（改修）

令和８年度以降も引き続き工事を行います！

外記ため池（下津毛地区）は、令和５年度～令和９年度の県営事業により、
２００年に１度の大雨に対応するための「洪水吐」の改修を行うとともに、
貯水容量を増やし防災に寄与する「浚渫工」、貯留した水を安全に排水す
る「緊急放流施設工」などを行っています。

① ② ③

緊急放流
施設 洪水吐

浚渫前 浚渫後



３

外記ため池

クリーク・六田川

１ー② 外記ため池を改修中です！ （産業課）

外記ため池による貯水効果のイメージ

貯水
４.5万ｔ

水位
上昇
抑制

（上流域）

（下流域）

水路

外記ため池において、防災容量として
４.５万ｔ※の貯水をすることで、下流域
のクリークや六田川の水位上昇を抑制し、
洪水被害を軽減する効果が期待できます。

※４.５万ｔ⇒２５ｍプール約１１２杯分



２－① 自主防災組織が続々誕生しています！ （総務課）

災害時、地域や近隣の人が互いに協力し合う「共助」を担う自主防災組織
の結成が進んでいます。
町では、認定基準を満たした自主防災組織に対し補助金を交付して防災活
動資材の整備や地区防災訓練への支援を行っています。

４

「赤ちゃんとママ防災」
なないろのたね自主防災会
会員：約１０世帯、３０名

令和７年８月結成！ 令和７年１２月結成！

大字堤地区自主防災会
会員：約５７０世帯、１２３０名

令和６年４月結成！

大字前牟田地区自主防災組織
会員：約４００世帯、１０２０名

令和８年度から補助金も増額しています！
上限額（旧）３万円⇒（新）１０万円



２－② 自主防災組織が続々誕生しています！ （総務課）

結成された自主防災組織では、役場や消防団と連携して、地域住民参加
による様々な防災訓練が実施されています。

５

消火訓練 安否確認訓練

炊き出し訓練 ＡＥＤ訓練 防災講座

防災資材の展示



３ 職員の災害対応能力の向上を図ります！ （総務課）

職員の防災力が災害時の対応や復興・復旧のスピードを高めることから
職員の防災対応能力を向上させるため、各種訓練や研修を実施します。

６

職員に対する
防災訓練の実施

職員の防災能力
の向上

災害時の対応や復旧・復興
のスピードアップ

初動対応・避難情報
発信訓練

避難所テント開設訓練

要配慮者避難支援訓練

非常用電源・災害用トイレ
設置訓練



４ 三神地区で流域治水対策に取り組みます！(総務・建設・産業課)

神埼市・吉野ヶ里町・上峰町・みやき町等の筑後川右岸下流域（三神地
区）のあらゆる関係者が協働して、流域全体で水害を軽減させる「総合
内水対策計画」を策定し、これを計画的に推進するための新たな協議会
を設置しました。今後、関係機関が調整を行いながら、事業の実現化に
向けて連携していきます。

７

筑後川右岸下流域（三神地区）
流域治水協議会（R8.2.9発足）



【問い合わせ先】
〒849-0123
佐賀県三養基郡上峰町大字坊所３８３番地１
上峰町役場
総務課 ０９５２－５２－２１８１
建設課 ０９５２－５２－７４１４
産業課 ０９５２－５２－７４１５
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